

































































































　　　　臨時教育審議会答申『教育改革に関する答申』（第 1 次~4 次）
　　　　教育改革の柱の一つに「国際化に対応した教育の推進」
1996年　中央教育審議会答申『21世紀を展望した我が国の教育のあり方について』


















 （平成 8 年『21世紀を展望した我が国のあり方について』（中央教育審議会のまとめ）より）




　中学校学習指導要領（平成14年度施行）第 1 章総則　第 4　総合的な学習の時間の取り扱い

























第 3 学年 30.6% 36.7% 37.6% 32.2% 77.2% 41.4% 10.0% 0.7% 13.6%
第 4 学年 30.4% 37.1% 59.7% 58.7% 43.0% 30.0% 15.5% 1.3% 20.0%
第 5 学年 26.2% 43.8% 59.7% 36.7% 42.1% 38.6% 13.1% 3.8% 24.7%
第 6 学年 40.7% 43.5% 30.0% 32.1% 37.0% 57.5% 12.4% 14.3% 35.5%


















第 1 学年 14.4% 20.0% 35.2% 38.4% 45.0% 21.4% 15.3% 65.6% 2.2% 18.5%
第 2 学年 15.6% 19.2% 24.3% 29.3% 43.0% 19.5% 10.1% 88.8% 4.1% 18.4%
第 3 学年 22.6% 20.5% 22.4% 34.7% 47.0% 19.2% 12.1% 80.2% 8.5% 18.7%






















































































































































































































































































・文部科学省国際教育推進検討会議第 1 回配布資料 3 参照
・押谷由夫編著『「特別の教科道徳」が担うグローバル化時代の道徳教育』北大路書房（平成28年 3 月）
・押谷由夫著『自ら学ぶ道徳教育』保育出版社（平成23年12月）
・押谷由夫著『総合単元的道徳学習論の提唱―構想と展開』文溪堂（平成 7 年 8 月）
・伝統的生活文化実体調査報告書　文化庁文化財部（平成28年 3 月）
・天笠　茂「これからの教育におけるアクティブラーニングとは」（平成27年度　春季大会　日本道徳教育学会　
第89回大会発表要旨集（平成29年 7 月）
・文部科学省「平成27年度公立小・中学校における教育課程の編成・実施状況調査の結果について」（平成28年
3 月）
・昭和女子大学　大学案内2017
・文部科学省教育課程特別部会「論点整理」（平成27年 8 月）
・中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」
（平成28年 8 月）
・グローバル人材育成推進会議「グローバル人材育成推進会議審議まとめ」（平成24年 6 月）

